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仙台市地域公共交通利便増進実施計画の概要
位置付けと進め方について（第1回協議会の振返り）

仙台市総合計画
仙台市基本計画／仙台市実施計画

仙台市地域公共
交通計画

（令和4（2022）
年3月策定）

 仙台市地域公共交通計画に位置づけられた各施策のうち、より具体な取組内容について事業者等
との同意のもと計画を策定することで、利便性向上と運⾏効率化を図り、持続可能な移動手段の確
保を目指す。

仙台市地域公共交通
利便増進実施計画

（令和4（2022）年度以降策定予定）
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【事業者間調整】
・ピーク時
・運⾏効率化等

【単独事業者】
・運⾏経路
・運⾏本数

・その他施策

R4から検討に着手
し、事業者と合意が
整った事業について、
利便増進実施計画
に記載予定
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【計画作成の主なメリット】
・ サービスの持続的な提供
・ 計画を阻害する行為の防止
・ 国庫補助の活用

【事業者間調整】
・八木山地区
・ダイヤ調整

オフピーク



(1) 実施区域 ⇒ 仙台市内の全域 (6) 事業の効果
(2) 実施予定期間 ⇒ 令和5年度〜令和8年度 (7) 地公計に定められた利便増進事業に関連する事項
(3) 事業の内容及び実施主体 (8) 関連する施策との連携が定められている事項
(4) 地方公共団体による支援の内容 (9) その他利便増進事業の運営に重⼤な関係を有する事項
(5) 事業の実施に必要な資⾦の額・調達方法

個別施策 実施項目

①バス幹線・バス準幹線区間における利
便性向上策の実施

✅（総称）八木山動物公園線（仙台駅〜八木山動物
公園駅間）における最大待ち時間の短縮
バス路線の利用の円滑化、運行の効率化に向けたダ
イヤの設定

②フィーダー区間における利便性向上策
の実施

バス路線の利用を円滑化するためのダイヤの設定

④地域が主体となった移動手段の確保・
充実

地域の実情に合った移動手段の確保に向けた支援の
実施
地域交通を利用しやすい運賃施策等の検討

⑥公共交通を利用した都心の回遊の促進 ✅仙台都心循環線の新設

⑨公共交通の情報提供や案内誘導の改善
✅統合時刻表等の検討及び作成
バス停上屋の検討及び設置

路線バスの共通ナンバリングの導入検討

⑩運賃施策等による公共交通利用の促進 利用を促進する運賃制度等の検討

⑬モビリティ・マネジメント等の推進 ✅モビリティマネジメントの実施

実施を予定する利便増進事業一覧
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仙台市地域公共交通利便増進実施計画の概要
利便増進実施計画の記載項目及び実施事業について

（総称）八木山動物公園線の利⽤
を円滑化するためのダイヤの設定
昼間時間帯の最⼤運⾏間隔を短縮

仙台都心循環線の新設
仙台駅を起点に都心を周回
する循環線を新設

仙台駅

八木山動物
公園駅



仙台駅前
あおば通駅

⻘葉通一番町駅

晩翠草堂前

高等裁判所前

片平丁小学校前

東北⼤正門前

霊屋橋・瑞鳳殿入口

向山二丁目

八木山入口⻑徳寺前

向山高校前

八木山緑町

八木山神社前

八木山松波町

TBC本社前

東北⼯⼤八木山キャンパス

八木山ベニーランド前
八木山動物公園東門前

八木山動物公園駅

緑ケ丘三丁目
⻑町駅

⻑町駅
市⽴病院

⻄高校前
南ニュータウン
山田自由ケ丘

交通局・東北⼤学病院前
県庁市役所前交通局東北大学病院前〜八木山動物公園駅

交通局東北大学病院前〜緑ヶ丘三丁目
交通局東北大学病院前〜⻄高校前

仙台駅〜山田自由ケ丘
仙台駅〜南ニュータウン
県庁市役所前〜⻑町駅

■ 交通局

■ 宮城交通

県庁市役所前〜市立病院

仙台駅〜⻑町駅

（総称）八木山動物公園線（仙台駅〜八木山動物公園駅間）における最⼤待ち時間の短縮
地域公共交通計画において、バス幹線区間、バス準幹線区間として位置付けた「仙台駅〜八木山動

物公園駅」を運⾏する2事業者8系統についてダイヤ調整を⾏い、最⼤待ち時間の短縮を⾏う。

路線名

運⾏事業者
仙台市交通局
宮城交通株式会社

（総称）八木山動物公園線

現⾏系統図
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地域公共交通計画での位置付け

実施予定期間
令和5年4月1⽇〜

【公共交通ネットワーク】
・ バス幹線区間、バス準幹線区間

【公共交通の基本方針】
・ 1.公共交通軸の形成、機能強化
・ 2.路線バスの利便性向上

【個別施策】
・ バス幹線区間、バス準幹線区間における利便性向上策の実施

【幹線区間（No.9）】
仙台駅〜高等裁判所前

【準幹線区間（No.114）】
仙台駅（高等裁判所前）〜 八木山動物公園駅

仙台駅前

八木山動
物公園駅

⻄高校入口

⻄高校入口



（総称）八木山動物公園線（仙台駅〜八木山動物公園駅間）における最⼤待ち時間の短縮
事業内容及び効果
【事業内容及び検討内容】
 平⽇昼間（オフピーク時）9時〜15時台の上下の運⾏ダイヤ⾒直し 【下り︓既存8系統、上り︓既存6系統】
 ダイヤ調整の基準となるバス停の設定にあたっては、各バス停の乗降者数、地下鉄からの乗り換え、各バス

停のダイヤのズレを加味して検討を⾏い、下りの基準バス停は「仙台駅前」、上りの基準バス停は「八木山
神社前」に設定。

【事業効果】
● ダイヤ調整により、コストを上げることなく、最⼤待ち時間を短縮することで、利⽤しやすいダイヤとなる。
● 最⼤待ち時間︓7〜8分短縮する案を検討中（既存ダイヤ20分〜22分 → 概ね13分〜15分に短縮）
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仙台駅のダイヤ（八木山動物公園駅方面）

ダイヤ調整後のイメージ

既存ダイヤ（現状）

八木山神社前のダイヤ（仙台駅方面）
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55

9時台 6 22 27 45 50
10時台 4 10 26 38 46 55
11時台 3 8 23 26 46 54
12時台 8 26 32 46
13時台 3 8 26 32 40 46 54
14時台 8 26 33 40 46
15時台 3 8 26 40 45 54

18分
16分

最大20分
18分
18分

18分
18分

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55
9時台 9 31 38 55
10時台 6 15 35 39 54 57
11時台 14 21 35 39 54 57
12時台 14 21 35 39 54 57
13時台 14 21 38 39 54 57
14時台 15 21 29 39 54
15時台 1 14 21 28 35 46

最大22分
20分

17分

18分
15分

17分
17分

下り 上り
下りの主要バス停及び系統数 上りの主要バス停及び系統数

交通局

✅ 最大待ち時間が短縮され、
利用しやすいダイヤとなる

（時間帯別運⾏本数︓４〜７本／時） （時間帯別運⾏本数︓４〜６本／時）

交通局
計：21便

宮城交通
計：18便

八木山動物公園駅行：13便
※一部、仙台駅止まりの系統有

緑ヶ丘三丁目行：5便

⻄高校入口行：3便

⻑町駅東口行：3便

仙台南ﾆｭｰﾀｳﾝ行：4便

市立病院行：5便

山田自由ヶ丘行：1便
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駅

⻑町駅東口行：5便※準幹線含まない
（松が丘経由 ベニーランドから分岐）

高
等
裁
判
所
前 宮城交通

計：12便

八木山動物公園駅発：14便
※一部、仙台駅発の系統有

緑ヶ丘三丁目発：4便

⻄高校入口発：3便

⻑町駅東口発：4便

仙台南ﾆｭｰﾀｳﾝ発：5便

市立病院発：3便

⻑町駅東口発：6便※準幹線含まない
（松が丘経由 ベニーランドから分岐）

交通局
計：21便 交
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局
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前
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ダイヤ調整の取り組み効果を増進させるため八木山動物公園線の沿線を対象とした以下の事業の実施に
ついて公共交通WG等において検討中
 統合時刻表の作成

利⽤者の更なる利便性向上に繋げるため、各交通事業者のバス停に、ダイヤ調整を実施した系統の
統合バス時刻表を貼付することで、利⽤者のスムーズなバス乗⾞につなげる取り組み。

 モビリティ・マネジメントの実施
八木山動物公園沿線住⺠へのモビリティ・マネジメントによる意⾒交換会等を実施し、サービス改善とモビリティ
マネジメントとの相乗効果を図る。

（総称）八木山動物公園線（仙台駅〜八木山動物公園駅間）における最⼤待ち時間の短縮
連携事業の検討
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現状

交通局

現状

宮城交通

統合時刻表イメージ統合時刻表を各事業者の
バス停に貼付

意⾒交換会のイメージ

統合時刻表イメージ



仙台都心循環線の新設
 仙台駅を起点に定禅寺通を結ぶ都心循環線を宮城交通が実証運⾏し、本格運⾏に向け取り組む

仙台都心循環線
概要
 市⺠や来訪者にとってわかりやすくスムーズな都

心内移動を提供することにより、回遊を促進さ
せ賑わいの更なる創出を目的とした都心循環
線を新設する。
※現在、路線新設手続き中

地域公共交通計画での位置付け
【公共交通の基本方針】
・ 4.都心回遊交通の強化
・ 5.公共交通のシームレス化、利⽤促進

【個別施策】
・ 公共交通を利⽤した都心の回遊の促進
・ 旅⾏者等が移動しやすい環境の整備

運⾏事業者
宮城交通株式会社

6車両イメージ



仙台都心循環線の新設

事業内容
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 路線の新設
 中心市街地の各エリアを結ぶことにより賑わい向上を図るとともに、インバウンドなど、来仙観光客の受け入

れにも対応する。
 始発9︓00 最終17︓40発（下表時刻表参照）
 運⾏本数︓18便／⽇、1周︓21分
 運賃︓120円均一

事業期間
【実証運⾏】令和4年10月1⽇〜令和5年3月31⽇

※観光庁の補助期間は令和5年2月28⽇まで
【本格運⾏】令和5年4月1⽇

都心循環線の時刻表



仙台都心循環線の新設
事業効果
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 循環形状の路線により、わかりやすさが向上
 主要施設へのアクセス性が向上

都心内の回遊性向上等が期待されるとともに、現状の都心内周遊パターンのうち、「仙台駅⻄口周
辺」＋「一番町周辺」＋「国分町周辺」の周遊パターン構成比も高くなることが期待される。

仙台都心周辺地域の周遊パターン分析地域区分（PT調査報告書・R2年7月）

現状：周遊が多い
【仙台駅⻄口周辺のみ】

現状：周遊が少ない
【一番町、国分町周辺】

【仙台都心循環線の新設】
☞一番町、国分町周辺等への
周遊が期待される
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